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以上のように本材料の機械的特性は結晶粒微細化第二相粒子の分散，粒界割れの
発生，粒界構造，粒界近傍のミクロ組織，残留応力，集合組織形成といった結晶学的
および組織学的因子の相互作用によって決定されていると結論付けることができる
しかしながら個々の因子が作用する度合いは使用状況によって異なっており，特に
粒内の変形あるいは破壊が主となる引張強度特性や疲労き裂伝ぱ特性には結晶粒寸法
の影響が大きく，他方耐ＳＣＣ特性のように粒界が主となる破壊様式の場合では粒界
構造や粒界近傍のミクロ組織が多大な影響を及ぼすようになる．このように本研究
ではAl-Zn-Mg-Cu系合金の機械的特性の向上を目的とした結晶学的および組織学的
制御因子を使用状況に応じて明確に分類，整理することに成功した．
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学位論文審査結果の要旨
各審査委員らによって，先に提出された学位論文ならびに学位申請書類を個別に審査し，平成9年８
月１曰に開催した口頭発表の内容を踏まえ，同日審査会を開催し協議した結果，以下の通り判定した。
本研究論文は，等軸微細粒を有するAl-Zn-Mg-Cu系合金の引張強度特性，疲労き裂伝ぱ特性及び
耐応力腐食割れ特性に対する結晶粒形態及び粒界構造依存性を示したものである。本研究論文より得
られた成果は大別して次の3点より成る。
①Al-Zn-Mg-Cu系合金の引張強度特性について，従来なし得なかった析出強化量，固溶強化量，結
晶粒微細化強化量を定量的に分類，評価した。また，これらまで解明されていなかった本実験材料
の析出強化メカニズムについて，金属組織学的及び理論的見地より検討し，実際に適合する強化メ
カニズムを明らかにしている。
cAI-Zn-Mg-Cu系合金の疲労き裂伝ぱ特性についてき裂先端の塑性降伏現象を破壊力学的観点より
詳細に検討し，塑性降伏域と結晶粒寸法の関係から本実験材料の疲労き裂伝ぱメカニズムを提案し
ている。また，通常金属材料は結晶粒微細化によって機械的性質が向上することが認識されている
が，本研究において塑性降伏程度と結晶粒寸法の関係によっては粒界損傷程度の違いから逸脱する
場合があることを指摘している。
③Al-Zn-Mg-Cu系合金の耐応力腐食割れ特性について，水素ぜい化メカニズムに従いながら変形過
程で生じた転位と微視組織及び粒界整合`性の関係について検討を行い，耐応力割れ特性の粒界構造
依存性を指摘している。また,市販のAI-Zn-Mg-Cu系合金との比較から残留応力及び不均一ひずみ
を用いて定量的評価を行い，耐応力腐食割れ特性が外的負荷応力と巨視的および微視的残留応力の
和で表される作用応力レベルに起因した材料内部への水素拡散程度と結晶粒形態に依存しているこ
とを明らかにしている。
本研究論文は，AI-Zn-Mg-Cu系合金の機械的特性全般にわたる詳細な実験的，理論的検討から，結
晶粒形態および粒界構造の制御に関する重要性を指摘するとともに〆実用的に個々の機械的特性を向
上させるために効果的な制御因子を明らかにしている。これらの成果は工学的に極めて重要な研究と
して評価でき，十分に博士の学位論文に値するものと判定する。
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